
『
美
術
史
』
投
稿
規
程　

（
二
〇
二
三
年
五
月
改
訂
）

　

一
、
投
稿
資
格
に
つ
い
て　

会
員
を
原
則
と
す
る

　

二
、
論
文
は
原
則
と
し
て
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
本
文
・
註
を
含
め
て
一
篇
二
〇
〇
〇
〇

字
以
内
、
挿
図
と
表
を
合
わ
せ
て
二
十
点
以
内
を
原
則
と
し
、
一
二
〇
〇
字
程
度
の
日
本

語
要
約
を
付
け
る
。
欧
文
は
一
文
字
を
二
分
の
一
文
字
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
表
に

つ
い
て
は
論
文
中
に
占
め
る
総
分
量
を
二
頁
以
内
と
し
、
必
要
最
小
限
の
サ
ム
ネ
イ
ル
画

像
（
縮
小
し
た
画
像
）
を
組
み
込
ん
で
も
良
い
。
原
稿
は
す
べ
て
、
正
本
の
他
に
副
本
三

部
（
挿
図
や
表
、
お
よ
び
要
約
含
む
、
コ
ピ
ー
可
）
を
添
え
る
。

　

三
、
研
究
動
向
、
新
資
料
紹
介
、
書
評
等
を
投
稿
す
る
場
合
は
、
一
篇
八
〇
〇
〇
字
以
内
、

挿
図
は
五
枚
以
内
を
原
則
と
す
る
。
欧
文
は
一
文
字
を
二
分
の
一
文
字
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

す
る
。
正
本
の
他
に
副
本
（
挿
図
含
む
）
二
部
を
添
え
る
。

　

四
、
論
文
、
研
究
動
向
等
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
一
回
の
投
稿
は
完
結
し
た
一
篇
に
限
る
。

　

五
、
投
稿
締
切
日
は
毎
年
二
回
、
六
月
末
日
と
十
一
月
末
日
と
す
る
（
消
印
有
効
）。
投
稿

先
は
、（
株
）
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
・
美
術
史
学
会
・『
美
術
史
』
投
稿
受
付
係
と
す
る
。

　

六
、
原
稿
の
提
出
は
、
文
書
作
成
ソ
フ
ト
に
よ
る
印
字
原
稿
を
原
則
と
す
る
。
手
書
き
原
稿

で
提
出
す
る
場
合
は
、
四
〇
〇
字
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
清
書
す
る
こ
と
。
い

ず
れ
の
場
合
も
縦
書
き
と
し
、
完
全
な
形
で
提
出
す
る
。
提
出
後
の
内
容
変
更
や
書
き
加

え
は
認
め
ら
れ
な
い
。
文
章
作
成
ソ
フ
ト
に
よ
る
印
字
原
稿
の
場
合
は
、
Ｃ
Ｄ
等
に
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
添
付
す
る
。

　

七
、
特
別
な
組
方
を
必
要
と
す
る
部
分
（
割
註
な
ど
）
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
指

示
す
る
。

　

八
、
挿
図
、
表
等
の
数
量
と
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
編
集

委
員
会
が
決
定
す
る
。

　

九
、
挿
図
に
用
い
る
写
真
の
掲
載
許
可
に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、

日
本
に
お
け
る
慣
行
に
配
慮
し
つ
つ
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
と
る
。
た
だ
し
学
会
は
必

要
に
応
じ
て
、
許
可
を
求
め
る
依
頼
状
を
作
成
す
る
。
な
お
、
許
可
に
要
す
る
費
用
は
投

稿
者
負
担
と
す
る
。

　

十
、
論
文
に
使
用
す
る
挿
図
に
は
、「
執
筆
者
撮
影
」
等
を
含
め
、
出
典
を
明
記
す
る
。

十
一
、
採
用
決
定
通
知
を
う
け
た
投
稿
者
は
、
日
本
語
一
二
〇
〇
字
程
度
に
相
当
す
る
欧
文
要

旨
を
作
成
し
、
可
能
な
限
り
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
提
出
す
る
。

十
二
、
原
稿
（
註
等
を
含
む
）
及
び
挿
図
・
表
等
を
提
出
す
る
場
合
の
規
定
は
執
筆
細
目
に
拠

る
。

十
三
、
執
筆
者
に
は
初
校
を
送
る
が
、
校
正
は
あ
く
ま
で
も
誤
植
訂
正
に
と
ど
め
る
。
原
文
の

増
減
変
更
は
許
さ
れ
な
い
。

十
四
、
執
筆
者
に
は
、
論
文
抜
刷
四
十
部
が
学
会
負
担
で
提
供
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
の
部
数
に

つ
い
て
は
執
筆
者
負
担
と
す
る
。

十
五
、
採
択
さ
れ
た
論
文
（
日
本
語
要
旨
、
欧
文
要
旨
を
含
む
）
を
『
美
術
史
』
に
掲
載
す
る

権
利
は
学
会
が
有
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
会
は
、
学
会
自
身
が
発
行
ま
た
は
編
集
す
る
書

籍
・
雑
誌
・
電
子
出
版
物
に
転
載
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
ほ
か
の
方
法
に
よ
り
公
衆

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
六
、
こ
の
規
定
に
記
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
が
判
断
す
る
。

十
七
、
原
稿
の
郵
送
中
や
、
そ
の
他
の
不
測
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
は
責
任
を
負

わ
な
い
。

『
美
術
史
』
編
集
規
程

　

一
、
掲
載
記
事
の
決
定

　
　
　

『
美
術
史
』
に
掲
載
す
る
論
文
、
研
究
動
向
、
新
資
料
紹
介
、
書
評
等
は
、
常
任
委
員

会
の
委
嘱
を
う
け
た
編
集
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
こ
れ
を
決
定
す
る
。
論
文
は
、
原
則

と
し
て
、
全
て
投
稿
に
よ
る
。
た
だ
し
、
編
集
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
原
稿
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
、
原
稿
の
執
筆

　
　
　

論
文
等
の
書
き
方
は
、『
美
術
史
』
執
筆
細
目
に
拠
る
。

　

三
、
編
集
委
員
会
の
機
能

　
　
　

編
集
委
員
会
は
、
原
稿
の
内
容
、
表
現
等
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
再
検
討
を

う
な
が
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
、
査
読
委
員
の
委
嘱

①
編
集
委
員
会
は
、
投
稿
論
文
の
内
容
に
応
じ
て
、
そ
の
主
題
の
当
該
分
野
ま
た
は

隣
接
分
野
を
専
攻
す
る
会
員
か
ら
、
論
文
一
篇
に
つ
き
二
名
の
査
読
委
員
を
委
嘱
す
る
。

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
会
員
以
外
の
研
究
者
に
査
読
を
委
嘱
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

②
査
読
委
員
の
氏
名
は
公
開
す
る
。
た
だ
し
個
々
の
投
稿
論
文
の
査
読
委
員
の
氏
名

は
特
定
し
な
い
。



③
投
稿
者
と
師
弟
関
係
に
あ
る
者
等
は
、
そ
の
論
文
の
査
読
委
員
に
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

五
、
論
文
の
査
読

　
　
　

査
読
委
員
は
、
以
下
の
判
定
基
準
に
照
ら
し
て
論
文
を
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
文
書
に

よ
っ
て
編
集
委
員
会
に
報
告
す
る
。
判
定
基
準
―
①
新
知
見
の
有
無　

②
論
述
内
容
の
妥

当
性　

③
論
述
形
式
の
妥
当
性
。

　

六
、
論
文
の
採
否
の
決
定

　
　
　

編
集
委
員
会
は
、
査
読
委
員
の
審
査
結
果
と
担
当
の
編
集
委
員
一
名
の
意
見
を
尊
重
し

て
、
論
文
の
採
否
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
と
理
由
を
投
稿
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
常

任
委
員
会
に
報
告
す
る
。

『
美
術
史
』
執
筆
細
目

　

一
、
応
募
原
稿
の
一
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
氏
名
、
題
目
を
記
入
し
、
二
ペ
ー
ジ
冒
頭
に
題
目
を

記
し
、
以
下
無
記
名
で
、
本
文
、
註
を
続
け
る
。
別
途
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

『
会
報
』
に
掲
載
の
「
投
稿
フ
ォ
ー
ム
」
お
よ
び
「
投
稿
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
、
投
稿

受
付
係
に
送
付
す
る
（「
投
稿
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
は
論
文
に
同
封
。「
投
稿
フ
ォ
ー
ム
」

は
メ
ー
ル
添
付
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
）。

　

二
、
本
文
、
註
は
縦
書
き
、
挿
図
、
表
等
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
横
書
き
と
す
る
。
一
二
〇

〇
字
程
度
の
要
約
は
、
無
記
名
と
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
と
要
約
は
横
書
き
で
Ａ
４
判
（
用

紙
の
向
き
は
縦
と
し
）
一
枚
に
収
ま
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
論
文
の
タ
イ
ト
ル
文
字
数

は
要
約
の
文
字
数
に
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。

　

三
、
①
本
文
、
註
、
挿
図
、
表
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
入
稿
す
る
場

合
は
、
各
々
、
別
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
名
を
つ
け
て
Ｃ
Ｄ
に
保
存
し
て
提
出
す
る
。

使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
汎
用
的
な
も
の
と
し
、
そ
の
名
称
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
、
投

稿
フ
ォ
ー
ム
に
明
記
す
る
。

②
文
字
数
の
算
出
に
つ
い
て
、
文
章
作
成
ソ
フ
ト
を
使
用
の
場
合
の
文
字
数
は
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ワ
ー
ド
（M

icrosoft W
ord

）
の
原
稿
版
を
用
い
、「
ツ
ー
ル
」
→

「
文
字
カ
ウ
ン
ト
」
で
表
示
さ
れ
る
数
値
を
、
左
記
の
計
算
式
に
代
入
し
て
算
出
し
た
も

の
と
す
る
。
こ
の
際
、
脚
注
機
能
を
用
い
て
註
を
入
れ
て
い
る
場
合
に
は
、「
脚
注
と
文

末
脚
注
を
含
め
る
」
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
出
る
数
値
に
よ
る
（
本

文
と
註
を
一
括
計
算
）。
脚
注
機
能
を
用
い
ず
に
註
を
入
力
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
こ

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ず
に
本
文
、
註
の
そ
れ
ぞ
れ
で
数
値
を
算
出
し
、
合
算
す
る
。

　
　
　

投
稿
者
が
論
文
執
筆
に
ワ
ー
ド
を
用
い
な
い
場
合
も
、
文
字
数
の
確
認
は
こ
の
方
法
で

行
う
の
で
留
意
す
る
こ
と
。

　
　
　

計
算
式
「
文
字
数
（
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
な
い
）」
を
Ａ
、「
全
角
文
字
＋
半
角
カ
タ
カ
ナ

の
数
」
を
Ｂ
と
す
る
と
き
、
文
字
数
Ｘ
＝
（
Ａ
＋
Ｂ
）
／
２

③
イ
タ
リ
ッ
ク
体
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
ル
ビ
、
傍
点
な
ど
の
特
殊
な
表
記
は
プ
リ
ン
ト
・

ア
ウ
ト
し
た
原
稿
に
、
傍
線
で
適
宜
指
示
す
る
こ
と
。

④
挿
図
は
画
像
デ
ー
タ
で
の
提
出
の
場
合
、
画
面
の
縦
の
寸
法
を12

㎝
と
し
た
時
の
解

像
度
が
三
五
〇
dpi
以
上
の
も
の
と
す
る
。
紙
焼
き
の
写
真
を
提
出
す
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
キ
ャ
ビ
ネ
判
程
度
の
大
き
さ
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
割
付
指
定
紙
を
添
え
る
。

　

四
、
統
一
を
は
か
る
た
め
、
編
集
委
員
会
で
体
裁
を
改
め
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

註
、
挿
図
の
指
示
、
年
号
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
統
一
す
る
。

・
註　

…
…
と
い
う
（
右
下
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
丸
括
弧
で
く
く
る
）

　
　
　
　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
を
使
用
の
場
合
は
「
…
…
と
い
う
（
１
）」
で
も
構
わ
な
い
。

・
挿
図　

◯
◯
美
術
館
所
蔵
の
一
点
（
挿
図
５
）
は
、

・
年
号　

日
本
、
中
国
な
ど
の
元
号
に
西
暦
を
併
記
す
る
と
き
、

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）

・
西
暦
に
日
本
、
中
国
な
ど
の
元
号
を
併
記
す
る
と
き
、

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）

　
　

縦
書
き
に
お
け
る
数
字
の
扱
い
は
、
次
を
基
本
と
す
る
が
、
表
記
の
統
一
は
各
原
稿
内
に

と
ど
め
全
体
の
統
一
は
し
な
い
。

・
二
桁
ま
で　

十
六
羅
漢
、
十
九
世
紀
、
三
十
六
番

・
三
桁
以
上　

五
〇
〇
個
、
一
八
六
五
人

　
　

た
だ
し
、
慣
用
的
な
表
記
や
表
記
の
統
一
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
五
百
羅
漢
、
千
体
仏
な
ど
の
慣
用
的
な
表
記
。
二
三
窟
、
二
五
五
窟
な
ど
の
連
続
番

号
。

　

五
、
巻
頭
図
版
は
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
の
み
、
採
択
決
定
後
、
編
集
委
員
会
が
選
定
す
る
。

　

六
、
著
者
校
正
は
、
初
校
の
み
と
し
、
そ
れ
以
後
の
修
正
は
認
め
な
い
。
外
国
出
張
な
ど
で

長
期
に
不
在
の
場
合
は
、
前
も
っ
て
編
集
委
員
会
に
知
ら
せ
る
こ
と
。




